
2022年11月23日 佐藤俊一

ジョークサロン11月度例会

つぶやき都々逸

佐藤俊一さん kitami-yosuke@1041sato が #ほぼ日刊都々逸 のタグのもとにツイ

ートしたものです。阿部が11月のツイートから拾いました。

◆お題「初冬」
1 ゆるやかな下りに見えてそのじつ上りだまし絵のよな老いの坂

2 ねえ雪よつもりつもって根雪になあれふたりこのまま閉じ込めて

3 目覚めれば布団の縁にわが呼気の跡白く微細な霜降りる
＊初冬の頃に見られるのが「霜」。大気中の水蒸気の昇華現象によって生じるもので
すが、まだ暖房設備が貧弱だった時期の北海道では家のなかでも霜を見たものでし
た。

4 みずにあわずにいられず泣いたいまじゃあってもみずかえる
＊冷えてきたのよね。

◆きょう11月11日は「介護の日”」。”いい月 いい日”という語呂合わせで、厚労省が決め
たんだと。そうです。
5 政治屋サンは与野党ともにみんな揃って要悔悟

＊え、字が違う!?

◆葉梨法相辞任
6 地味ですか死刑のハンコほぉそうですかはなし（葉梨）こじれて用無し
（葉梨）に



◆高杉晋作が東行の名でうたった「俺とおまえは焼野の蔓つるは違えど根はひと」への私
流の返歌球です。
7 ツルの姿に見惚れたけれどすぐにからんで根はカラス

◆お題「石」
8 じゃんけんの石・紙・鋏に絶対者なし日本の知恵よ三すくみ

＊拳は世界中にあるが、三すくみは日本ならでは。「じゃんけん」の呼び名は石拳（じ
ゃくけん）からという。皆が呼吸を合わせるための”最初はグー！”の掛け声は志村
けんが考案したんだと。

9 家を出るときゃ恋女房の切り火背に受け行くならい
＊それが十代目金原亭馬生夫婦の美しき日々。その姿に内弟子時代から憧れていた
のが五街道雲助師匠。「火打石も用意してたんですがね。さて、何日続いたのかしら」
だって。

◆お題「湯」
10 濡れタオル風に凍らせチャンバラごっこ銭湯帰りの雪の道

11 錦繍に心奪われ湯にいやされる物見”湯”山のふたり旅
＊中世の記録では、遊山の意味を「湯山」と書いていたんだそうです。

写真／阿部博


